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研究助成の概要  
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１. 研究分野及び題目 

（Ⅱ－４）応用システムの高度化に関する研究   （Ⅱ－５）利活用に関する研究 

（Ⅱ－７）標準化（ISO 化）に関するテーマ 

２. キーワード 

メッシュ統計、デジタル道路地図、道路コード、最適経路探索、メッシュ閉路問題 

３. 研究内容 

(1) 研究の目的 

企業には機密性の高い位置情報を含む事業データが大量に存在しているが、このデータをイ

ンターネットと接続したシステムに直接組み込むことは高いセキュリティリスクに晒されるた

め、利活用が進んでいない。本研究では、機密性の高い位置情報を含む事業データをメッシュ

統計化し、安全に秘匿化した状態で高度な意思決定を支援するためのデータアプリケーション

を事例的に開発することで、方法を確立し安全性と利便性を評価する。 

(2) 研究のゴール 

以下３項目から機密性の高い事業データをメッシュ統計の技術を使い、安全に利活用する再

現性の高い方式を開発し、その利便性と安全性を評価する。①安全性の高い環境で機密性の高

い事業データを預かりメッシュ統計化する。②メッシュ統計とデジタル道路地図を使いメッシ

ュ固有の最適経路探索アルゴリズムを開発する。③実環境において最適経路探索を可能とする

データアプリケーションを作成しその利便性と安全性を評価する。 

  


